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議 事 日 程（７月定例会） 

 

日程第１ 議案第 25号 高松市図書館協議会委員の任命について  

日程第２ 報告事項   

 １ 大阪府北部の地震によるブロック塀倒壊に伴う、本市市立小・中学

校のブロック塀の現状と対応について 

 

 ２ 小・中学校訪問の中間まとめ及び幼稚園訪問の報告について  

 ３ 「中学生ビブリオバトル 高松の陣２０１８」の開催について  

日程第３ 議案第 26号 平成３１年度使用中学校教科用図書及び平成３１年度使用

小学校教科用図書の採択について 

 

 

 

 



 

【平成３０年７月２６日（木） 議 事 内 容】 

 

午前９時３０分 開会 

 

教育長が、会議録の署名委員に葛西委員を指名。 

 

日程第１ 議案第２５号 

議案第２５号 「高松市図書館協議会委員の任命について」 

 

猪原中央図書館長から、高松市図書館協議会委員の任命について説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

日程第２ 報告事項 

報告事項１ 「大阪府北部の地震によるブロック塀倒壊に伴う、本市市立小・中学校の

ブロック塀の現状と対応について」 

 

総務課長から、大阪府北部の地震によるブロック塀倒壊に伴う、本市市立小・中学校のブ

ロック塀の現状と対応について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委 員  大阪府での地震では、学校施設のブロック塀が倒壊したわけですが、学校の

施設以外でも危険な場所はたくさんあります。子どもたちの通学路には、他の施設の

危険なブロック塀が多数あります。通学路を再度見直し、危険なブロック塀があると



 

ころは通らないようにする等、学校周辺だけ安全にしても、それ以外の危険な場所が

多いですので、通学路を再点検する必要があると思います。 

○ 教育局長  今回の大阪府の事態を踏まえ、本市では緊急度の高い学校施設の点検をいた

しました。また、各学校長に対し、通学路全般を再度見直すよう、例えば、保護者や

地域の方から危険個所や安全な回避道等、学校ごとに考えていただくよう通知を出し

ました。 

○ 委 員  通学路に危険なところがあっても、県や市は指導できないのですか。 

○ 教育局長  権限がありませんし、学校から指導するのは難しいです。 

○ 委 員  要望など出せるのではないですか。 

○ 教育局長  状況を把握し、方法についても考えていかなければならないと思います。 

○ 委 員  地元校区のブロック塀を除けているところを見ましたが、細い道の横には水

路があり、雨が降ると水嵩が増す通路があります。片側にはブロック塀もあり危険で

す。そのような危険なところはたくさんありますので、今後も調査をしていただけれ

ばと思います。また、今、ブロック塀を除けていますが不審者の侵入等もあるかもし

れませんので、今後の予定はどのようになりますか。 

○ 総務課長  基本的にはフェンスで対応いたします。 

○ 教育局長  ブロック塀以外についてですが、先日、ある中学校に学校訪問に行った際、

通学路の危険場所の把握についてお聞きしました。中学校になりますと、通学区域が

広いですが、学校側も通学路の危険個所はある程度把握しているとのことでした。ブ

ロック塀以外でも気を付けなければならないところがありますので、安全マップがあ

ればいいと話をしていたところです。 

○ 委 員  是非、お願いします。 

○ 教 育 長  以前は、通学路は広い道を通っていましたが、交通安全上どうかということ

もありまして、脇道に変換していっています。交通量が少なく民家に近いため、ブロ

ック塀や用水路があり別の危険性があります。多くの小学校では、安全マップを作成

していますが、中学校は広範囲になりますので安全マップの作成に至っていません。

中学校校区においても安全マップを作成し、通学路の総点検をしていかなければなら

ないと考えています。 

○ 委 員  同じ校区の小学校の安全マップを寄せて中学校の安全マップにする等、把握

することができると思います。 



 

○ 教 育 長  一般家庭には生垣の補助があると聞きました。 

○ 総務課長  ブロック塀をやめて生垣にする時に補助制度があります。 

○ 委 員  補助制度で生垣にされる方はどのくらいいらっしゃいますか。 

○ 総務課長  そんなにはいません。 

○ 委 員  フェンスの形状は学校により変わるのですか。 

○ 総務課長  基本的にはメッシュフェンスになります。ただ、プールについては目隠しフ

ェンスになります。 

○ 教 育 長  施行前の川添小学校のようなフェンスの形状で、風も通り目隠しにもなるよ

うなフェンスですね。 

○ 総務課長  はい。 

○ 委 員  危険なことは通学路以外でもたくさんあります。一つ一つなくしても完全に

なくなることはありません。災害もそうですし、不審者にしてもそうです。学校教育

の中で、自分の身をどのように守るかという教育を、自分で考えて判断できるよう、

幼い頃から重ねることが大事だと今回のことで改めて感じました。 

○ 教 育 長  命に関わることですし、子どもたちは今の生活において香川県は比較的災害

が少なく安全ですが、将来どこで生活するか分かりません。今後、どのような環境で

学んでいくか分かりませんので、そういった教育は徹底していかなければならないと

思います。 

○ 委 員  ブロック塀もそうですが、学校施設の安全点検の基準等は決まっていますか。 

○ 総務課長  基本的には３年に１回になります。ただ、点検の際、中心になるのが校舎や

体育館になり、ブロック塀等は確認しておりますが先送りになってしまうところはあ

ります。 

○ 委 員  点検項目には入っており、高さ制限を超えているところの認識はされている

ということですか。 

○ 総務課長  はい。 

○ 委 員  対策として、今までできていなかった部分を今回の地震を契機にされている

ということですね。 

○ 総務課長  大阪北部の地震を受け、早期に対応しているところです。 

 

 

 



 

報告事項２ 「小・中学校訪問の中間まとめ及び幼稚園訪問の報告について」 

 

学校教育課長補佐及びこども園運営課長補佐から、小・中学校訪問において確認できた、 

学校の現状・取組及び課題・指導事項等について説明。また、平成３０年度幼稚園訪問を実

施しての結果概要を説明。  

 

＜質疑＞ 

○ 委 員  幼稚園を３園訪問させていただきました。環境もよく、いい教育ができてい

るのではないかと感じました。ただ、受け入れ態勢はあるが、３歳児の園児数が非常

に少なく、勿体ないと思います。もう少しＰＲをして園児数が増えるようにしていた

だければと思います。もう１点、園児数の割合に対して、支援を要する園児が多かっ

たように感じました。 

○ こども園運営課長補佐  どのクラスにも支援を要する園児がいます。複数担任の体制を

とっています。先生の日々の研修の成果かと思いますが、落ち着いて園生活を過ごし

ているところをご覧いただけたのではないかと思います。年々、支援を要する園児は

増えていますが、公立の幼稚園が受け皿として担っている部分もあるかと思います。 

○ 教 育 長  ＰＲの件については、いかがですか。 

○ こども園運営課長補佐  公立幼稚園は市立幼稚園に比べ、サービス面でＰＲできるとこ

ろが少ないです。通園バスや駐車場、給食もありません。教育、保育の質については、

もう少しＰＲができればと思います。ただ、小・中学校のようにホームページ上で掲

載できにくい環境ではあります。 

○ 教 育 長  ホームページはあるのではないですか。 

○ こども園運営課長補佐  ありますが、更新が１年に１度しかできないような状況です。 

○ 委 員  家庭への緊急の連絡はどのようにされているのですか。 

○ こども園運営課長補佐  小・中学校と同様にＰＴＡの連絡網を利用し、携帯メールで送

信しています。 

○ 教 育 長  小・中学校の校長先生方には、ほのかな競争心を各学校に持っていただき、

ＰＲしたり特色あることに取組むように助言しています。幼稚園においても、例えば、

地域のコミュニティ等に幼稚園だより等を置かせてもらったり、回覧してもらうなど、

ＰＲすることはとても大事だと思います。アピールできることが少ないとのことです



 

が、教育、保育の質についてＰＲしていけるようお願いできたらと思います。 

○ 委 員  幼稚園訪問させていただきましたが、香川町にある幼稚園では、月に１回、

未就園児を対象に園庭開放をしているとお聞きしました。先程のＰＲの件に関するこ

とにもつながりますが、未就園児を招き、様々な活動をすることは幼稚園の状況等が

よく分かり、とてもいい取組だと思いました。近くに保育園があるところは先々、こ

ども園に移行していくかと思われますが、幼稚園単体で運営されているところは、園

児数が少なく異年齢の交流等ができにくい状況ではないかと思います。他の幼稚園に

ついても、園庭開放等を実施すれば新しい園児を増やすことにもつながるかと思いま

す。支援を要する園児のお話がありましたが、先生方は発達障がいのあるお子さんの

特性をよく見られ理解されていると感じました。また、芸術士がいらっしゃるところ

は、情操教育にとてもいいと思いました。小・中学校に関しては、新しい校舎の中学

校は、教室が狭く感じました。学校訪問や保護者の方が授業参観に行っても教室に入

ることができないと思いますので、これから建設予定がある学校については、規格を

考慮していただけたらと思いました。 

○ 委 員  保育所や私立幼稚園の児童数は変わらないが、公立幼稚園の園児数が減って

いるのは、働く女性も増え、本市だけではありませんが、ニーズが変わってきている

からだと思います。以前、参観させていただいた幼稚園では、ＰＴＡの方が毎日のよ

うに来てくださり、活動を補助されていました。保育所ではあまり見られない活動で

すので、驚きました。また、保育所や幼稚園には支援学級のようなものはありません

ので、全て一緒に保育をしなければならないため、先生方に負担をかけていると思い

ます。保育士や幼稚園教諭は、様々な障がいのあるお子さんを受け入れなければなら

ないので難しいかと思いますが、研修等頑張っていただきたいと思います。 

○ 総務課長  施設につきましては、通常、教室は８メートル×８メートルの基準がありま

す。それにプラスしまして、ロッカー等の設置があり、狭くなっている部分はあるか

もしれません。また、ＩＣＴの関係で電子黒板の設置が増えますので、今後、建て替

え等につきましては、そういったところも想定しながら対応していきます。 

○ こども園運営課長補佐  未就園児の園庭開放につきましては、香川町の幼稚園に限らず、

全幼稚園で実施しております。香川町の幼稚園につきましては、今までの経緯があり

毎月の園庭開放が根付いています。他の幼稚園につきましても、年に数回、地域に呼

びかけをしながら来ていただいております。幼稚園児数の減少は毎年続いております



 

が、今できることを公立幼稚園も頑張っていますので、サポートをしていきたいと思

います。支援を要するお子さんにつきましては、年々増えていますので、幼稚園の職

員も研修に参加はしておりますが、十分とは言えないかもしれません。特に、支援を

要するお子さんについては、一人一人の個差が大きく、個別に対応していく難しさが

あります。 

○ 教 育 長  これから園・学校訪問をお願いしますが、報告を受けて御意見等ございます

か。 

○ 委 員  「事務パートの活用による園務の効率化」とありますが、職員の事務負担の

軽減にはなっていない園があると先程の説明でありましたが、その要因はどのような

ことが考えられますか。 

○ こども園運営課長補佐  パソコン操作ができる方を募集していますが、あまり人材がい

ないため、パソコン操作が苦手な方がいる園もあり、十分に機能が果たせていないと

ころがあります。 

○ 委 員  適切な人材確保が難しいということですね。 

○ こども園運営課長補佐  パート職員になりますので、業務内容も園内の業務に限られ制

限があります。 

○ 委 員  教員の事務負担を軽減することは、教員の資質向上にもつながるかと思いま

すので、制度面で改善できるところがあればいいと思います。 

 

 

 

報告事項３ 「『中学生ビブリオバトル 高松の陣２０１８』の開催について」 

 

中央図書館長から、「中学生ビブリオバトル 高松の陣２０１８」の開催について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委 員  読書離れを止める目的だと思いますので、参加できる方を広げたらいいかと

思いますが、募集人数が８名なのは、なぜですか。 

○ 中央図書館長  ８名の方の発表が５分間ずつあり、その後、質問タイムがありますので

１０名以上になりますと、聞いている方も集中力が欠けてくること、最初に発表した



 

方の印象が薄れてしまうこともあり、ビブリオバトルの公式の推進委員会においても

推奨しているのが８名までとなっています。人数が多い場合は、例えば、予選をして

決勝戦に進むような工夫は必要かと思います。 

○ 委 員  審査はどなたがするのですか。 

○ 中央図書館長  審査員を設けることはせず、バトラー自身と観戦者が一人一票の投票権

を持ち、読みたくなった本に投票するように考えています。 

○ 委 員  今回が初めての取組ですか。 

○ 中央図書館長  本市図書館としては初めて開催します。 

○ 委 員  一般の参加者の募集はどのようにするのですか。 

○ 中央図書館長  図書館としましては一番大きなイベントであります、子ども読書まつり

の中で開催します。子ども読書まつりでは、読書感想画や調べる学習コンクールの表

彰も行いますので、その御本人や御家族も想定しています。また、当日はたくさんの

図書館ボランティアスタッフも来ますので、大勢の来場を見込んでいます。 

○ 委 員  たくさんの方が来てくれるといいですね。 

○ 教 育 長  大勢の方に参加していただけることを期待しています。書評する内容を要約

した原稿と、本を紹介するためのスケッチを図書館の司書の方に８名選んでいただく

のが理想です。もっと言えば、各学校で予選を行い、その優勝者が集まってくるよう

になれば底辺が広がってくるのではないかと思います。紫雲中学校では、ビブリオバ

トルを実施しています。各学校に広がっていってくれればと思います。 

○ 委 員  どのくらいの中学校がビブリオバトルをしているのですか。 

○ 中央図書館長  紫雲中学校だけです。 

○ 教 育 長  高松第一中学校は、この半分ぐらいサイズで、自分が読みたい本を紹介し、

掲示することはしています。それらを瓦町フラッグの図書館に展示したりしています。

ビブリオバトルをしているのは紫雲中学校だけですね。 

○ 委 員  紫雲中学校は廊下に大々的に掲示していますね。 

○ 委 員  他の中学校でも実施していただけるといいですね。 

○ 教 育 長  バトルですので、自分で表現し、この本がいいと言わなければいけませんの

で、その技術も必要になってきます。県の高校教育課では、高校生のビブリオバトル

をしています。 

 

 



 

 

教育長が、日程第２ 議案第２６号について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第１４条第７項の規定により、会議は公開しないことを各委員に諮り、非公開とすることに

決する。 

 

 

日程第３ 議案第２６号 

議案第２６号 「平成３１年度使用中学校教科用図書及び平成３１年度使用小学校教科

用図書の採択について」 

 

＜非公開審議、内容不記載＞ 

 

 

午前１１時２０分 閉会 

 

 

 

議決事項 

「高松市図書館協議会委員の任命について」 

「平成３１年度使用中学校教科用図書及び平成３１年度使用小学校教科用図書の採択につい

て」 


